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とちぎ夢大
地応援団事

務局

（公財）栃木
県農業振興

公社

　栃木県農
政部農村振

興課
第25号 2018／11平成30年度第1回とちぎ夢大地応援団カレッジ活

動が9月15日、茂木町深沢地区で行われました。
また、とちぎ夢大地応援団活動の佐野市多田地区
が５月と11月、那須烏山市大木須地区が10月に、
それぞれ行われました。

（詳細は2～４頁）

平成30年度とちぎ夢大地応援団カレッジ活動の様子

平成30年度とちぎ夢大地応援団活動の様子

茂木町深沢地区

佐野市多田地区（５月）

那須烏山市大木須地区

佐野市多田地区（11月）
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平成30年度とちぎ夢大地応援団カレッジ活動の様子

　とちぎ夢大地応援団カレッジ活動は、平成23年度から実施しているもので、次世代を担う若い人たち
が農地保全などの活動を通じて豊かな農村環境の維持・保全の大切さを学び、さらに伝統文化に触れ農
業農村への理解を深めてもらうための活動です。
　今年度は、作新学院大学の学生を対象に年3回計画しており、1回目を茂木町深沢地区で実施しまし
た。2回目は12月8日に塩谷町山口地区で行います。

　カレッジ活動は同大学のボランティアサークルのメンバーや教職員ら総勢27名で、中には外国からの
留学生も数多く参加されました。作業は同農園の矢野健司さんの指導を受け、50メートルのハウス3棟
への苗の植え付けや、アスパラガスハウスの除草でした。参加された学生の皆さんは「実ったらぜひ来
てみたい」と楽しげな様子でした。
　また、情報交換会を行い、農業経営のお話や日頃の農作業についてのやりがい等を聞くことができま
した。
☆地元の声　‌�農業も将来に向けて作業の合理化が進んでいます。皆さんのような若い世代にどんどん参

加していただき、現状を理解した上で、様々な意見を述べていただきたい。

☆　第1回活動報告　　H30･9･15（土）「茂木町　深沢地区」
　茂木町深沢地区の農業体験施設「美土里農園」で、平成３０年度第1回「とちぎ夢大地応援団カレッ
ジ」活動を実施し、作新学院大学の学生達が同農園のハウスでいちご「とちおとめ」の苗の定植作業な
どを行いました。

いちごの定植作業

同農園の矢野健司さんに終日丁寧に
指導をしていただきました

ハウス内の除草作業 ランチの様子
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平成30年度とちぎ夢大地応援団活動の様子

　平成30年度のとちぎ夢大地応援団活動が、5月19日に佐野市多田地区で、10月21日に那須烏山市大
木須地区で、11月3日に佐野市多田地区で、それぞれ行われましたので、活動の内容を紹介します。な
お、9月30日に予定していた鹿沼市中粕尾の活動は、台風のため中止となりました。

草刈りに汗を流す応援団員 日陰でクールダウンする応援団員

　佐野市多田地区の柴田保全会（毛利昭一郎会長）主催のとちぎ夢大地応援団活動が５月19日、応援団
員23名、地元柴田保全会員６名の合計29名が参加して行われました。
　旧田沼町の国道293号線沿いにある同地区は、６年前から春秋の年２回、柴田保全会員と応援団員が
力を合わせて地区内の耕作放棄地の解消に取り組み始め、灌木や雑草が生い茂る約５haの放棄地の再生
を図ってきました。
　真夏を思わせる天気となった同日、ボランティア団体栃木ナルクの会員８名を含む夢大地応援団員と
地元の人たちとで、背丈以上に伸びたアシ原など約２haの面積の草刈りに大汗を流しました。応援団員
の中には、さいたま市から電車で会場入りした活動初参加の60代の男性会員もおり、他のベテラン参加
者たちと交流を深めていました。

佐野市  多田地区  「農地再生へ向け草刈りに大汗！」5月19日
実施

　国蝶オオムラサキの保全活動、ホタル観察会、そば祭り等活発な活動を行っている那須烏山市大木須
地区の夢大地応援団活動が10月21日、応援団員24名、地元里山大木須を愛する会（川野邉眞会長）の
会員13名の合計３７名が参加して実施されました。応援団員の内訳は、一般団員10名、ボランティア
団体・ナルク栃木の会員10名、関係機関4名です。
　開会式では、川野邉会長が歓迎のあいさつを述べ、参加者全員で記念撮影を行いました。
　草刈り作業は、地区の玄関口にある休耕田や2カ所のコウゾ畑で行われました。コウゾは烏山和紙の
原材料にするため植えられたものです。参加者は、背丈以上に伸びたセイタカアワダチソウやつる性の
雑草などと汗びっしょりになりながら格闘し、２時間半で約60aの面積をきれいに刈り払いました。70
代の男性参加者は「秋晴れのもと、微力だが地域の活性化の手伝いができ、清々しかった」と感想を
語っていました。

那須烏山市  大木須地区  「休耕田・コウゾ畑の草刈り」10月21日
実施
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休耕田の草刈りを行う応援団員や地元の人たち 昼食・交流会は地区の古民家の前庭で

今回の草刈り場所は一面、背丈以上に伸びたアシなどが覆い尽くしていました

　佐野市多田地区柴田保全会（毛利昭一郎会長）の今年２回目のとちぎ夢大地応援団活動が11月３
日、応援団員24名、地元柴田保全会員７名の合計31名が参加して行われました。
　今回は、ボランティア団体栃木ナルクの会員９名を含む夢大地応援団員と地元の人たちとで、ぬかる
んだ悪い足場の中、背丈以上に伸びたアシなどの草と格闘し、約1.5haの面積の草をきれいに刈り払い
ました。多くの団員が60、70歳代という中で、18歳の男子大学生が参加し、ベテランたちと一緒に汗
を流していました。
　昼食後の交流会では、毛利会長から「地区内で唯一稲を耕作していた人が高齢のため今年でやめてし
まい、ついに耕作者がゼロになってしまった。再生地に小面積だがやっとハナショウブが根付いたもの
の、地区として次の一手をどうするかが問題。アドバイスをお願いしたい」との話がありました。

佐野市  多田地区  「今年2回目の応援団活動！」11月3日
実施
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平成30年度とちぎ夢大地応援団の予定

3地区で獣害防止柵設置作業を支援

　那須烏山市大木須上地区のとちぎ夢大地応援団活動については、現在参加者募集中です。
　1月19日が荒天の場合は、1週間後の1月26日に行います。
　参加希望の方は、栃木県農業振興公社農政対策部（Fax　028-648-9517）までお申し込みくださ
い。締切は平成31年1月9日です。
　なお、詳細については、とちぎ夢大地応援団のホームページをご覧ください。

11月23日予定 塩谷町鳥羽新田地区 ( 受入団体　鳥羽新田農地保全委員会）

集合場所　鳥羽新田公民館

  9:00～ 開会
  9:15～ 作業
12:00～ 昼食・交流会
13:00～ 作業
14:30　 閉会

12月8日予定 塩谷町山口地区 （受入団体　山口区獣害対策委員会）

集合場所　山口区公民館

  9:00～ 開会
  9:15～ 作業
12:00～ 昼食・交流会
13:00～ 作業
14:30　 閉会

1月19日予定 那須烏山市大木須上地区 （受入団体　人有田環境保全組合）

集合場所　人有田公民館

  9:00～ 開会
  9:15～ 作業
12:00～ 昼食・交流会
13:00～ 作業
14:30　 閉会
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とちぎ夢大地応援団活動（11月3日佐野市多田地区）に参加して

草刈りする筆者

と ち ぎ 夢 大 地 応 援 団 事 務 局
（公財）栃木県農業振興公社 〒320-0047　宇都宮市一の沢2-2-13
 TEL 028-648-9515   FAX 028-648-9517
栃木県農政部農村振興課 〒320-8501　宇都宮市塙田1-1-20　農村・中山間地域担当 TEL 028-623-2334　FAX 028-623-2337　里づくりチーム

http://www.tochigi-agri.or.jp/yumedaichiouendan/index. 

とちぎ夢大地応援団

検索

◎活動の詳細は農業振興公社ホームページ（とちぎ夢大地応援団の案内）でご覧ください。
◎とちぎ夢大地応援団活動は、県と農業振興公社が募集・活動の支援を行っています。

　私は、今回初めてボランティアに参加させていただきました。今までボラン
ティア活動に興味がなかったわけではありません。知らない環境、知らない人
たちと活動することに対して、自分で申し込むということは、とても勇気がい
ることだったからです。
　そのような自分が、今回なぜ活動に参加することが出来たかというと、理由
が３つあります。1つ目は自分が通っている農業大学校へボランティア募集が

来たこと、2つ目は自分の地元に近かったこと、3つ目は今まで参加したことがなかったので、ボラン
ティアとはどういうものなのかを知りたいと思ったからです。
　今回の活動で、人と協力し合って地域を良くすることはとても大切だということや、自分が少しでも
地域の役に立っているということを実感できました。しかし、同時にその地域の問題点というのも見え
てきました。耕作放棄地をきれいにしても作物を作れるように整備するわけではないので、毎年草が伸
びきり、ボランティアの方々にその都度、草刈りを手伝いに来て頂くことは申し訳ないと、地域の方は
おっしゃっていました。
　私には、実現させたい夢があります。それは子供たち
に農業を教えることです。農業者が減少していく原因の
一つに、農業経験がない人の割合が多くなっていること
があるのではないでしょうか。そういう私も家が非農家
であり、農業大学校に入るまで農業をしたことはありま
せんでした。農業は自分の土地を使うので、他人に立ち
入りさせない閉鎖的なものだと感じます。勝手に人の田
畑を耕すことは出来ません。つまり本気で農業をやる人
にしか作業は出来ないということです。私はそれを変え
ていきたいです。
　例えば、予約なしでも農作業体験が出来る農園や地元
の中高生が授業として行う農村のボランティア体験活動
などがあるといいなと考えています。私は農業を閉鎖的
なものから誰もが活動しやすいものに変えて、今ある農
業の問題を改善する手助けをしたいと思います。

栃木県農業大学校農業経営学科1年　　大森　大輝


